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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の香箱によって駆動される少なくとも一つの時刻表示器を備えた基礎ムーブメント
（ＭＢ）と、
前記基礎ムーブメント（ＭＢ）と基礎ムーブメントの前記時刻表示器との間に配置され、
少なくとも一つのクロノグラフ用表示器を備えた補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ
）を具備する腕時計ブレスレット用の装置であり、
前記時刻表示器とクロノグラフ用表示器の二つの表示器が同一面で読み取ることができ、
前記補助クロノグラフ・モジュールが機械式の部品でのみ構成されている装置であって、
前記補助クロノグラフ・モジュールが基礎ムーブメントから自律していることと、前記補
助クロノグラフ・モジュールの前記クロノグラフ用表示器が第二の香箱によって駆動され
、
　前記基礎ムーブメント（ＭＢ）が、第一の歯車、前記第一の香箱、および基礎ムーブメ
ントの前記時刻表示器に接続されている第一のレギュレータ機構を具備し、
前記補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）が、前記第二の歯車、前記第二の香箱、お
よび前記補助クロノグラフ・モジュールの前記クロノグラフ用表示器に接続されている第
二のレギュレータ機構を具備し、該第二のレギュレータ機構は恒常的に前記第二の歯車と
接触しているものであり、
前記第二のレギュレータ機構によって供給される発振周波数が、前記第一のレギュレータ
機構によって供給される発振周波数より高いことを特徴とする、腕時計ブレスレット用の
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装置。
【請求項２】
　前記補助クロノグラフ・モジュールが前記基礎ムーブメントと協働することができる、
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第二のレギュレータ機構によって供給される発振周波数は、前記第一のレギュレー
タ機構によって供給される発振周波数のＮ倍に等しく、その係数Ｎは、補助クロノグラフ
・モジュール（ＭＣＡ）が少なくとも１００分の１秒の解像度を可能とするように規定さ
れている、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記係数Ｎは少なくとも１２．５０に等しく、前記基礎ムーブメント（ＭＢ）の周波数
が毎時２８８００半周期で、補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）の周波数が少なく
とも毎時３６００００半周期であることを特徴とする、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）の表示機構が、毎秒３６０°の回転を行う１
００分の１秒カウンターのシャフトに取り付けられていることと、前記表示機構が針で構
成され、該針が、文字盤に配置された百個の標識を含む目盛りと前記針との一致によって
、１００分の１秒の時間間隔の読み取りを可能にしていることを特徴とする、請求項３ま
たは請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）の第二のレギュレータ機構のテンプが、
始動装置に取り付けられた板バネを介して起動または停止されることを特徴とする、請求
項２～請求項５のいずれか一つに記載の装置。
【請求項７】
　クロノグラフの前記第二のレギュレータ機構のテンプ・ゼンマイ・ユニットが、そのク
ロノグラフが作動していないときには停止していることを特徴とする、請求項２～請求項
６のいずれか一つに記載の装置。
【請求項８】
　クロノグラフ部分の前記第二のレギュレータ機構のテンプが停止しているとき、切り替
えレバー対するに圧力によって、補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）がゼロにリセ
ットされることと、補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）の前記第二のレギュレータ
機構のテンプが動いているとき、同じ切り替えレバーへの圧力によって、補助クロノグラ
フ・モジュール（ＭＣＡ）がゼロにリセットされる、あるいは横木に復帰させられること
を特徴とする、請求項２～請求項７のいずれか一つに記載の装置。
【請求項９】
　前記横木への復帰の後、時間間隔の新たな測定が自動的に再開されることを特徴とする
、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記補助クロノグラフ・モジュールが手作業で巻き上げられ、動作リザーブと、使用可
能な測定時間を文字盤で読みとれるようにする表示機構とを具備することを特徴とする、
請求項１～請求項９のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１１】
　前記補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）が、基礎ムーブメント（ＭＢ）の時刻部
分に取り外しできるように搭載されていることを特徴とする、請求項１～請求項１０のい
ずれか一つに記載の装置。
【請求項１２】
　前記基礎ムーブメント（ＭＢ）と補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）の時刻部分
の機構が、ブリッジの全体を支えている単一の地板に配置されていることを特徴とする、
請求項１～請求項１１のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１３】
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　前記基礎ムーブメント（ＭＢ）の前記第一のレギュレータ機構が第一のゼンマイと第一
のテンプを具備し、補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）の前記第二のレギュレータ
機構が第二のゼンマイと第二のテンプを具備し、第二のテンプの外径が第一のテンプの外
径よりも小さく、第二のゼンマイの加速力が第一のゼンマイの加速力以上である、請求項
１～請求項１２のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１４】
　前記基礎ムーブメント（ＭＢ）と前記補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）がそれ
ぞれ、巻き上げおよび／または時刻合わせのロッド（１Ａ’、２Ａ’）を具備し、前記二
本のロッドは、単一の竜頭（１’）で回転および／または軸方向に起動することができる
、請求項１～請求項１３のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１５】
　巻き上げるおよび／または時刻表示を調整するために、前記竜頭（１’）が補助クロノ
グラフ・モジュール（ＭＣＡ）の前記ロッド（１Ａ’）に直接接続されることで該ロッド
を回転させ、そして連結要素（２１１、２０１、２０１）を介して基礎ムーブメント（Ｍ
Ｂ）の前記ロッド（２Ｂ’）に接続されることで該ロッドを軸方向に動かし、そして回転
させる、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記連結要素が、
歯（２０１）を基礎ムーブメント（ＭＢ）の前記ロッドの軸に噛み合わせることで、前記
竜頭（１’）の回転を該ムーブメントに伝えるようになっている、前記竜頭（１’）の軸
上のピニオン（２１１）と、
基礎ムーブメント（ＭＢ）の前記ロッドの軸の溝（２０２）と協働することで該ムーブメ
ントに前記竜頭の軸方向の移動を伝えるようになっている、前記竜頭（１’）の軸上のフ
ランジ（２１２）を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　少なくとも一つの軸方向の位置で、前記補助クロノグラフ・モジュールの巻き上げ装置
と噛み合うピニオン（２１１）を含む、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）の少なくとも一つのクロノグラフ用表示
器（２５４）は前記補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）によって駆動されるが、基
礎ムーブメント（ＭＢ）によって直接修正される、請求項１～請求項１７のいずれか一つ
に記載の装置。
【請求項１９】
　前記基礎ムーブメント（ＭＢ）が、竜頭（１’）によって起動される巻き上げおよび／
または時刻合わせのロッド（２Ｂ、２Ｂ’）を具備し、補助クロノグラフ・モジュール（
ＭＣＡ）の前記クロノグラフ用表示器が、前記基礎ムーブメント（ＭＢ）を介して前記竜
頭（１’）によって修正される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記クロノグラフ用表示器（２５４）がカレンダーの表示器である、請求項１８または
請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記基礎ムーブメント（ＭＢ）が第二の表示器（２５０）を具備し、修正メカニズムが
前記第二の表示器（２５０）によって起動されることで、補助クロノグラフ・モジュール
（２５４）の前記カレンダーの表示器に、竜頭（１’）によって基礎ムーブメント（ＭＢ
）の前記第二の表示器に適用された修正を伝達するようになっている、請求項２０に記載
の装置。
【請求項２２】
　前記第二の表示器（２５０）が、前記基礎ムーブメント（ＭＢ）によって修正されるが
駆動はされない、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
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　前記メカニズムが不可逆性の連結を備えることで、基礎ムーブメント（ＭＢ）の第二の
表示器（２５０）の移動を補助クロノグラフ・モジュール（ＭＣＡ）のカレンダーの表示
器（２５４）に伝えるが、逆方向の移動は伝えない、請求項１９～請求項２２のいずれか
一つに記載の装置。
【請求項２４】
　前記メカニズムがシャフト（２５３）を備えることで、基礎ムーブメント（ＭＢ）の前
記第二の表示器（２５０）に適用した修正運動を、補助クロノグラフ・モジュールの表示
器（２５４）に伝えるようになっている、請求項２０～請求項２３のいずれか一つに記載
の装置。
【請求項２５】
　ケースが請求項１～請求項２４のいずれか一つに記載の装置を保護する腕時計ブレスレ
ット。
【請求項２６】
　前記補助クロノグラフ・モジュールが、
第二の歯車、前記第二の香箱、および補助クロノグラフ・モジュールの前記クロノグラフ
用表示器に接続された第二のレギュレータ機構と、
第二の歯車と恒常的に接触したままになっている第二のレギュレータ機構を具備するクロ
ノグラフ・モジュールであって、
補助クロノグラフ・モジュールの周波数が、少なくとも１００分の１秒の解像度を可能に
するように、少なくとも毎時３６００００半周期であることを特徴とする、請求項１～請
求項２５のいずれか一つに記載の装置の補助クロノグラフ・モジュール。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通常の時計ムーブメントと独立請求項１の前文に記載のクロノグラフ・モジ
ュールとを具備する装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の装置を備えたクロノグラフ腕時計の市場は近年、特に高級指向の客層の中で非
常に拡大している。しかしながら、そのような腕時計の大部分がクォーツ振動子付きのク
ロノグラフ・パネル（以下、クロノグラフのパーツ、モジュールまたはムーブメントを区
別せずにこう称する）を具備しているのに対し、客は機械式クロノグラフ腕時計に一層の
魅力を感じてきている。しかし、これら後者の腕時計については、以下に詳述する理由か
ら、当業者は特に読み取りの精度（解像度とも言う）の問題に直面している。
【０００３】
　ケースがクォーツ振動子を備えたクロノグラフ・モジュールまたはムーブメントを保護
する腕時計ブレスレットによって、装着している人は、表示タイプ、つまり、１０分の一
秒単位あるいは１００分の１秒単位なのか、その表示がそれぞれアナログあるいはデジタ
ルなのかということに従って、異なる精度の計測を行えるようになる。
【０００４】
　スイス特許第６６７７７１号明細書ではクロノグラフ腕時計を記載しており、該腕時計
は、時針、分針、および秒針を駆動させる中央の通常の時計ムーブメントと、標準時計と
電気モーターで駆動される少なくとも一つの表示器を有するクロノグラフ自律ムーブメン
トを具備している。クロノグラフムーブメントの機構は、通常のムーブメントまたは基礎
ムーブメントの周辺に配置されている。各ムーブメントは独自のレギュレータを具備し、
該レギュレータは他方のレギュレータと同一の周波数で発振する。クロノグラフムーブメ
ントは釣り鐘型の独立したケーシングを備え、該ケーシングは時計の基礎ムーブメントを
覆い、それを囲んで固定している。二つのムーブメントは両者の間に介在させたプレート
でつながっている。
【０００５】
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　この構造には、電気式クロノグラフ腕時計を安価に製作する目的がある。その代わり、
精度には大いに議論の余地があり、クロノグラフ針は１／５秒を刻んでいる（これは毎時
１８０００半周期の発振器に対応する）。また、そのモジュールが機械式であるという仮
定で、この文書は当業者に、クロノグラフのモジュールまたはムーブメントの機構の配置
についても、このタイプのモジュールと通常の時計の基礎ムーブメントの間の協働につい
ても、何も教示していない。
【特許文献１】スイス特許第６６７７７１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、この配置とこの協働関係は、技術面でも美観の面でも信頼性と実行可能性の
複雑な問題を呈し、該問題はクォーツ式クロノグラフの使用ではまったく解決できず、経
済性がこれらの問題を回避させているのであり、あまりの複雑さのために、当業者は常に
前記配置と前記協働関係の検討を断念し、ましてやそれらを製作するという仕事に取り組
もうとしなかったのである。
【０００７】
　事実、実際に市場で提供されている機械式クロノグラフの測定精度は、大部分ではおよ
そ０．１２５秒で、テンプは毎時２８８００半周期での発振に相当し、さらに稀には、他
のいくつかの機械式クロノグラフで、かなり高価なものについては、そのテンプは毎時３
６０００半周期で発振し、およそ０．１秒である。この測定精度は、時刻の部分とクロノ
グラフの部分に共通の時間基準を用いる機械式クロノグラフでは向上させられず、それに
はいくつかの理由がある。時刻の部分用に高い周波数で発振するテンプを用いると、香箱
のゼンマイの展開速度が変更され、ムーブメントの動作リザーブの長さが減少されること
になる。さらに、エスケープメントのホイール、アンクル、振り石、テンプの軸を含む全
体が、そのような作動条件に継続的に置かれると、数ヶ月後には既に甚大な摩耗をはっき
りと示し、該摩耗がムーブメントの正常な作動に対する不可逆的な損傷を引き起こすこと
も避けられない。また、高い周波数では、歯車とエスケープメントを介して香箱からテン
プ・ゼンマイへエネルギーを伝達することは、継続的な使用に際していくつかの問題を呈
することも強調するべきであり、該問題の解決法は、高い可能性で複雑な手段の活用を要
求しうるもので、それでもやはり不測の事態は免れない。そういうわけで、例を挙げると
、高い周波数で発振するテンプは、より低い周波数で発振する同一のテンプよりも小さい
振幅を有する。このことから、テンプは香箱のゼンマイの駆動トルクの変化をより受けや
すくなり、動作の安定性は、前記ゼンマイの駆動トルクの変化曲線が直線的である期間に
だけ提供できるようになる。
【０００８】
　これらの困難の延長の中に、コストと美観の問題が引き起こす困難が含まれる。一方で
は、時計の部品、特に時刻の基礎ムーブメントと「完全機械式」のクロノグラフムーブメ
ントを具備する装置を保護する腕時計ブレスレットは、原則として高級品に分類されるこ
とが知られている。それゆえ、たとえクロノグラフムーブメントの精度は大したことがな
く、下級品のデジタル表示式クォーツ・クロノグラフムーブメントの精度にさえ及ばない
ものであっても、その価格は高い。また他方では、時刻とクロノグラフのどちらも機械式
である二重ムーブメントを保護する時計の部品を製作することで、製造者は、外形寸法あ
るいは部品の容積という慎重を要する問題に直面することが考えられ、該問題は、解決法
が欠けているために、腕時計の商業的な成功を危うくさせる醜悪さとなって顕れることに
なる。思い浮かぶ一つの解決法は、機械式のクロノグラフを構成する機構を小型化するこ
とであろう。しかし、該解決法は美観を保ちながら、その代わりに、低価格化という目標
には逆行することになり、確実に深刻な技術面での困難をもたらすことになろう。したが
って、該解決法を選択し、実行することには、技術的かつ商業的な危険性は免れない。こ
れらの危険性は、品質と価格のバランスが可能な限り好適な装置を実現するために、当業
者が他の解決の糸口を考え、探究しようとすることを止まらせるには十分なようである。
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【０００９】
　本発明の目的は、精度の欠如という不都合を克服する装置を提案し、さらに、選択され
るレギュレータの特徴がどのようなものであっても、真に信頼できる、したがって所期の
精度での読み取りを保証し、装置のムーブメントの時刻部分でのあらゆる変調（上記で開
示した）を排除する装置を提案することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的は独立請求項１に規定される手段によって達成され、引用請求項は本発明の望
ましい実施を可能にする手段に関するものであり、該目的は、上記に述べた、安価での品
質／価格のバランスをとることの延長線上にある。
【発明の効果】
【００１１】
　テンプが毎時３６００００半周期で発振するクロノグラフを備えた本発明の試作品に対
する実験により、少なくとも３０分の継続使用でも、１００分の１秒の精度が保証される
ことが明らかになった。換言すれば、本発明による装置によって、真に「完全機械式」の
高級品である時計の部品がもたらされ、該部品のクロノグラフの精度は、高品質のクォー
ツ式クロノグラフに何ら劣るものではない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本装置の実施形態は、非制限的な例として、添付図面に従い、以下に詳細に説明するも
のであり、該添付図面において、
－図１は、本発明による装置を内蔵した腕時計ブレスレットの形態における、時計部品の
平面図であり、
－図２は、組み立てられていない状態における、装置の斜視図であり、
－図３は、単一のクロノグラフ・モジュールの斜視図であり、
－図４は、クロノグラフ・モジュールのレギュレータ機構、歯車および香箱の斜視図であ
り、
－図５は、クロノグラフ・モジュールの日の裏車と小秒針の遊び歯車のシステムの斜視図
であり、
－図６は、クロノグラフ・モジュールの巻き上げシステムの斜視図であり、
－図７は、クロノグラフ・モジュールの動作リザーブの斜視図であり、
－図８は、図１から７に示された実施形態の例からの変形例を示す図であり、
－図９は、いくつかの部分で時刻を合わせ、巻き上げる装置の断面図であり、
－図１０は、基礎ムーブメントから補助モジュールに向けて日付の修正を伝達する装置の
断面図であり、
そして、
－図１１は、所与の動作リザーブを確保するために必要な香箱のゼンマイのトルクを示す
グラフである。
【００１３】
　本発明による装置は、図１に示したように、クロノグラフの腕時計ブレスレット（特に
参照番号は付けない）の中に有利に収まる。この腕時計は、２時方向に押しボタン竜頭１
を有し、該竜頭により、以下、自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡと称するモジュール
である、本装置のクロノグラフ・モジュールの香箱を巻き上げ、自律クロノグラフ・モジ
ュールＭＣＡの始動と停止の機能を制御できるようになっており、３時方向には、以下、
基礎ムーブメントＭＢと称するムーブメントである、本装置の時刻のムーブメントの巻き
上げ竜頭２を有し、そして４時方向に、ゼロにリセットして自律クロノグラフ・モジュー
ルＭＣＡを横木のところに戻すために起動される押しボタン３を有している。図９に関連
して後で説明する好ましい変形例では、腕時計は竜頭を一つだけ具備し、該竜頭によって
、時刻を合わせ、異なった軸方向の位置で、基礎ムーブメントＭＢと補助クロノグラフム
ーブメントＭＣＡを同時に巻き上げられるようになっている。
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【００１４】
　クロノグラフ腕時計は、時針４、分針５、および３時方向に配置された小秒針６を用い
て、現在時刻を表示することができる。該腕時計により、また、九時方向に配置され、針
８を備えた３０分カウンター７、クロノグラフの中央秒針９、および六時方向に配置され
、針１１を備えた１００分の１秒カンウター１０によって、経過時間の測定の表示もでき
る。針１３を備え、１２時方向に配置された自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡの動作
リザーブカウンター１２は、次の巻き上げまでの前記モジュールの自律性を検証するのに
役立つ。これら様々なカウンターの目盛りが文字盤１４の上に載っており、特に１００分
の１秒針は円形定規に具現化された百の刻印に対応しており、針１１が毎秒３６０°の回
転をすることで、時間間隔の快適で精確な読み取りを保証している。
【００１５】
　図２は、芯出し部品と固定機構とを用意して、自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡと
基礎ムーブメントＭＢの組み立て原理を示す斜視図である。非限定的例示として、基礎ム
ーブメントは、例えばＥＴＡ　ＳＡ社から市販されている２８９２型ムーブメントで構成
してもよい。自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡの基礎パネル７６は二つの穴（図では
見えず参照番号もない）を有し、該穴に円筒形の足１６、１７が嵌め込まれており、該円
筒形の足が、基礎ムーブメントＭＢの地板１５の文字盤の足の穴１８、１９に噛み合うよ
うになっていることで、ムーブメントＭＢに対するモジュールＭＣＡの正しい角位置での
位置づけが可能になっている。固定手段が、基礎ムーブメントＭＢと自律クロノグラフ・
モジュールＭＣＡをそれらの周縁部で接続する。本例によると、ビス２０Ａ、２１Ａは、
パネル７６に施された穴（図では見えず参照番号もない）を通過し、地板１５の対応する
ネジ切りされた穴２０、２１でねじ留めされる。他にこの図２に示されているのは、一方
では、自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡで、その脇からはみ出している、押しボタン
竜頭１（図１）を受け入れるための押しボタンロッド１Ａと、その上面から浮き出ている
、分針の回転体のシャフト７１、秒針の回転体のシャフト６７、１００分の１秒針の回転
体のシャフト６１、そして小秒針のシャフト８８であり、他方では、基礎モジュールＭＢ
で、その脇からはみ出している、巻き上げ竜頭２（図１）を受け入れるための押しボタン
ロッド２Ｂと、中央で上面から浮き出ている、秒針の回転体のホイール８６と分針の回転
体のホイール７７である。上記に言及したように、単一の巻き上げ竜頭は、図９に示すメ
カニズムにより、二本のロッド１Ａと２Ｂを軸方向に動かしそして回転させるために使用
できるものである。
【００１６】
　図３は、組み立てられた状態の二つのムーブメントの斜視図であり、基本的には基礎ム
ーブメントＭＢ（主に地板１５とその巻き上げロッド２Ｂによって視覚化）を覆う自律ク
ロノグラフ・モジュールＭＣＡを示しており、基礎パネル７６の自律クロノグラフ・モジ
ュールＭＣＡの主要な機構と部品に対する配置と、注目に値する斬新な構造とを図示して
いる。極めて密集してコンパクトなこの配置は、容積の最適な活用の結果であり、この活
用により、前記機構および部品のコストのかかる小型化を、美観を犠牲にすることなく避
けられ、この設計と構成により、組み立てた状態での装置の寸法を非常に小さな値に抑え
られる。説明している実施形態によると、これらの値はおよそ７．７５ｍｍ（高さ）と３
０ｍｍ（突起部も含めた直径）であり、単一の自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡの寸
法は、およそ４ｍｍ（高さ）と３０ｍｍ（直径）という値を越えることはない。これらの
寸法により、多様であって、人目をひき、満足できる美観を備えた装置の装飾が可能にな
ることが分かる。
【００１７】
　クロノグラフムーブメントの高さをさらに一層低くするために、後で詳述することにな
る部品（とりわけレギュレータ機構、香箱、それぞれの歯車、動作リザーブ、レバー、巻
き上げシステム）を、単一の地板から、適切な仕方で配されたブリッジに配置することを
検討してもよく、そのとき基礎ムーブメントとクロノグラフは互いに噛み合わされており
、このことは、後述することになる方法にしたがって、クロノグラフ・モジュールの良好
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な動作を妨げないのだが、製造費用は高くつくことになる。
【００１８】
　自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡは固有の香箱２２と、特にテンプ２３を含む固有
のレギュレータ機構を備えている。この特徴により、基礎ムーブメントＭＢに対するあら
ゆる負荷が除かれ、基礎ムーブメントＭＢのテンプ・ゼンマイを乱すことなくテンプ２３
を停止できるようになる。
【００１９】
　クロノグラフＭＣＡは、押しボタンロッド１Ａ、つまり竜頭１への短い圧迫によって作
動および作動解除させられる。これらの圧迫ごとに、細長い開口部の形状をした溝２５、
２６を具備するプレート２４がクロノグラフＭＣＡの中央の方向に移動し、この移動は、
前記溝と協働するビス２７、２８に案内され、同時に突起２９を起動する。圧迫が緩むと
、プレート２４と突起２９は、それぞれ線バネ４０と戻しバネ４１の作用でそれぞれの初
期位置に戻る。
【００２０】
　開始位置（停止したクロノグラフ、つまりゼロ）から出発して、ピン３０の周りを回転
する突起２９の端部は、カム３１の中央の突起の脇と接触し、そして前記カム３１を、ス
ラスト３３で規定された角度だけシャフト３２の周りで回転させる。そのとき、受け具３
４がレバー３５を駆動し、受け具３９が始動装置３６をそのシャフト３７の周りに回転さ
せ、板バネ３８がテンプ２３の外面から接線方向にはみ出る。このようにしつつ、バネ３
８はテンプ２３を動かすために、それに出発推力を供給する。竜頭を新たに押すことで、
同一だが逆の過程（図３で示されたものに対応する位置（テンプは作動中））によって、
クロノグラフの停止が引き起こされ、板バネ３８は、今度は接線方向にテンプ２３の外面
と接触し、その動きを止める。
【００２１】
　押しボタン３（図１）に圧力を加えると、クロノグラフ・モジュールＭＣＡがゼロにリ
セットされることになる。
【００２２】
　このゼロへのリセットは、単一の復針レバー４８の動作によって行われる。ボタン３へ
の上述の圧迫により、切り替えレバー４２、したがってその突起４４が支柱軸４３の周り
を回転させ、このことには、逆転器４５をピン４６で駆動させる効果があり、該ピンが今
度は復針レバー４８を回転させるレバー４７の制御をしており、該復針レバーの三つの突
起（参照番号なし）が、それぞれ分、秒そして１００分の１秒カウンターの運動体（図４
も参照）に取り付けられた芯４９、５０、５１に衝突するような位置に来て、クロノグラ
フ・モジュールＭＣＡをゼロにリセットする。
【００２３】
　切り替えレバー４２を圧迫するとき、突起４４は、支柱軸４３の周りに切り替えレバー
４２によって描かれた角度空間のおよそ三分の二にわたって、逆転器４５と接触したまま
であり、次に、前記突起４４は逆転器４５の端部から接線方向に離れ、そしてその逆転器
４５は、前記逆転器４５の回転軸の周りに巻かれた戻しバネの動作のもと、初期地点に戻
る（図３では、その戻しバネも旋回軸も参照番号を付しておらず、回転軸はまた、逆転器
４５に隠れている）。
【００２４】
　復針レバー４８は歯車のブリッジ５２にビス５３と偏心ワッシャー５４で固定されてい
る。偏心ワッシャー５４により復針レバー４８の調整を合わせられることで、前記復針レ
バー４８の三つの突起が、同時に三つの芯４９、５０および５１を押せるようになり、ク
ロノグラフ・モジュールＭＣＡのゼロへのリセットは、したがって、突起４４が逆転器４
５を離れる直前に行われる。
【００２５】
　クロノグラフ・モジュールＭＣＡをゼロにリセットするとき、テンプ２３が停止してい
るか運動中かによって結果は異なる。
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　テンプ２３が止まっていれば、板バネ３８はテンプ２３と接触しており、歯車上のシャ
フト６１、６７、７１（図２と４）に加えられる摩擦はテンプ２３には影響しない。
【００２７】
　逆に、テンプが運動中であれば、板バネ３８はテンプ２３と接触しておらず、歯車上の
シャフト６１、６７及び７１に加えられる摩擦が、テンプ２３にブレーキをかけるように
作用することになる。
【００２８】
　切り替えレバー４２への圧力を緩めるとき、戻しバネ５６によって維持されている突起
４４は、逆転器４５を避けるためにピン５５の周りを回転することができ、そして該突起
は、切り替えレバー４２が戻しバネ５７の作用のもと、休止位置に戻るようにすることが
できる。
【００２９】
　上記に説明した作動原理は、したがって、自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡをゼロ
にリセットするし、テンプ２３が運動中のとき、シャフト６１、６７および７１の摩擦が
長引くことによる前記テンプのどのような停止をも回避することに役立つ。
【００３０】
　そういうわけで、押しボタン３（図１）に加えられる同じ圧力は、テンプ２３が止まっ
ているとき、クロノグラフ・モジュールＭＣＡをゼロにリセットすることになり、そして
テンプ２３が運動中のとき、クロノグラフ・モジュールＭＣＡのゼロへのリセット（横木
への復帰と称される操作）は、新たな測定の自動的な再始動に続く（押しボタンロッド１
Ａを押す必要はない）。
【００３１】
　クロノグラフのレギュレータ機構のテンプ・ゼンマイ・ユニットは、該クロノグラフが
作動していないときに停止する。
【００３２】
　図４は自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡの基礎パネル７６に取り付けられた、レギ
ュレータ機構、歯車、および香箱の配置を示す斜視図である。本例によると、この構成に
おいて、テンプ・ゼンマイ２３のユニットは、毎時３６００００半周期の周波数で発振す
るための大きさをしている。
【式１】
【００３３】

【００３４】
　この式において、所与のゼンマイについて、その周波数はテンプの慣性モーメントの平
方根に反比例することが確認され、該式は中空シリンダーの以下の式に同化させることが
できる。
【式２】
【００３５】
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【００３６】
　　ただし、
【式３】
【００３７】

【式４】
【００３８】

【００３９】
　このことにより、次のように書くことができる。
【式５】
【００４０】

【００４１】
　－ｆ　周波数［Ｈｚ］
－Ｍ　ゼンマイの弾性トルク［Ｎｍ］
－ｌ　テンプの慣性モーメント［ｋｇ・ｍ2］
－Ｒ　テンプの外径［ｍ］
－ｒ　テンプの内径［ｍ］
－ｈ　テンプの厚み［ｍ］
－ρ　テンプの比重［ｋｇ／ｍ3］
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【００４２】
　ｆ，Ｒそしてｒの値をこの関数に導入して、周波数を、例えば毎時２８８００から３６
００００半周期に変えたとき、テンプの直径を約五で割れることになることが確認される
。実験により、小さすぎるテンプでは、もはや作動の良好な安定性が確保されず、調節の
問題が生じることが分かる。したがって解決法は、テンプの外径を小さくして、自律クロ
ノグラフ・モジュールＭＣＡの中に組み込み易くすることと、その番号ＣＧＳによって規
定されたゼンマイの加速力を増大させることとの間の妥協点を採用することからなる。
【００４３】
　これらを考慮してヒゲゼンマイは選択され、該ヒゲゼンマイの技術的な特徴により、レ
ギュレータが所定の周波数で発振し、レギュレータ機構が良好な調節品質を提供し、そし
てテンプが板バネ３８によって効率的にかけ直すことができるような寸法のテンプを選ぶ
ことができるようになる。
【００４４】
　図４ではアンクル１１３とエスケープメントのホイール５８が確認され、これらの部品
は既存の脱進機から選んでもよい。例示として説明した装置の実施例によると、エスケー
プメントのホイール５８のシャフトに嵌め込まれたホイール５９は、該ホイールが毎秒２
．５回転の速度で回転するように選択され、本例によると、テンプ２３は５０Ｈｚ（毎時
３６００００半周期に相当）で発振する。１００分の１秒針の回転体のホイール６０は、
毎秒一回転の速度で時計回りに回る。ホイール６０と連動するホイール（芯５１に隠れて
図では見えない）は、１００分の１秒針の回転体のシャフト６１に取り付けられ、ピニオ
ン６３に嵌め込んだホイール６２と噛み合い、該ピニオン６３がホイール６４と噛み合っ
ている。秒針の回転体のホイール６５は、該ホイールをホイール６４につなぐ逆転器６６
により、毎分一回転の速度で時計回りに回転する。芯５０に隠れ、ホイール６５に連動し
ているホイール８４（図５に図示）は、秒針の回転体のシャフト６７に取り付けられてい
る。このホイール８４は、ホイール６９と連動するシャフトに嵌め込まれたホイール６８
と噛み合い、該ホイールは分針の回転体のシャフト７１に取り付けられたホイール７０を
駆動している。ホイール７０は３０分に一回転の速度で時計回りに回り、シャフト７３に
嵌め込まれたホイール７２と噛み合っており、シャフトは、香箱２２の環状歯車７５と噛
み合うホイール７４と連動しており、該香箱は、香箱のゼンマイ（図示せず）の作用のも
と、２９．７分に一回の回転速度で時計回りに展開する。
【００４５】
　機械式ムーブメントにおいて、香箱のゼンマイは一般的に約７．５回転するように計算
される。説明した実行形態おいて、場所の節約という理由で、香箱のゼンマイは、香箱が
約６回転できるような寸法になっており、これは、１７８．２分の動作リザーブに等しい
。しかし、以上に説明したように、テンプ・ゼンマイ・ユニットが高い周波数（毎時３６
００００半周期）で発振するレギュレータ機構の使用により、関数Δ駆動トルク／Δ時間
が直線的である期間での、香箱のゼンマイの駆動トルクの使用が減り、自律クロノグラフ
・モジュールＭＣＡの有効動作リザーブはおよそ１２０分である（図１１参照）。
【００４６】
　通常の機械式クロノグラフによる測定のとき、クロノグラフ部分の歯車は、時刻部分の
歯車からクラッチを切られなければならない。クロノグラフの針の乱れをさけるため、前
記針を支えている回転体のホイールの動きを止めることが不可欠である。本発明による機
械式の自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡでは、この停止操作は不必要であり、それは
、上記の自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡのホイールの説明から明らかなように、連
接遮断システムがないこと、そしていくつものホイールを支えているすべての回転体の上
で（例えば、秒針の回転体のホイール８４および６５、あるいは同一のシャフトに取り付
けられたエスケープメントのホイール５８とホイール５９のように）、これらのホイール
が連動していることから、歯車列が恒常的に香箱のゼンマイに抑えられたままとなってい
るからである。これらの特徴により、その歯車列の恒常的な反復作動が保証される。
【００４７】
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　さらに、通常のクロノグラフでは、クロノグラフ部分の歯車と時刻部分（基礎ムーブメ
ントＭＢまたはクロノグラフ・モジュールの中に位置する基礎ムーブメントの遊び歯車）
の歯車の連接操作、および／またはこれらの歯車の互いの連接解除操作は、特にクロノグ
ラフを作動時に、動きの急変を生じさせ、これが十分の数秒の測定を狂わせることになり
かねない。この欠陥は本発明によって取り除かれる。シャフト６１、６７および７１（図
４）に取り付けられたカウンターの針をゼロにリセットするために、これらのシャフトは
、それぞれの回転体に、既知の摩擦システムで（例えば、弾性ワッシャー、パッキンリン
グなどによって）取り付けられている。
【００４８】
　歯車とカウンターの配置を変更できる、通常の追加のクロノグラフ・モジュールを具備
する機械式クロノグラフと比較して、本発明はさらに、テンプ・ゼンマイの発振周波数、
測定の解像度および自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡの動作リザーブを変更する可能
性をもたらす。一般的に、自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡのレギュレータによって
供給される発振周波数は、基礎ムーブメントＭＢのレギュレータ機構によって供給される
発振周波数のＮ倍に等しく、例えば、毎時２８８００半周期の周波数の基礎ムーブメント
について、自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡが１００分の１秒を刻むように、Ｎは１
２．５０と選択してもよい。これらの特徴により、大衆向けクロノグラフ腕時計から高級
腕時計、プロ使用専用の製品に至るまで、あらゆる産業部門や経済上の未開拓分野を網羅
する、実質的に無制限の製品範囲を実現できるようになる。
【００４９】
　図５は、基礎ムーブメントＭＢによって供給される時刻情報を、自律クロノグラフ・モ
ジュールＭＣＡを通して、文字盤１４（図１）に配置された時刻の針４、５および６に伝
達する数ある方法の一つを示している。
【００５０】
　基礎ムーブメントＭＢの筒かなに取り付けられたホイール７７は、遊び歯車８０、８１
と連動するシャフト７９に嵌め込まれた遊び歯車７８と噛み合う。遊び歯車８０が、分針
５を支え、筒８５に自由に取り付けられた筒かな８２を駆動する一方で、遊び歯車８１は
、時針４を支える筒車８３を駆動する。
【００５１】
　基礎ムーブメントＭＢの秒針のシャフトに取り付けられたホイール８６は遊び歯車８７
と噛み合い、該遊び歯車は、三時方向に位置する小秒針のシャフト８８に嵌め込まれたホ
イール８９を駆動する。小秒針６の乱れを避けるために、線バネ（図示せず）が小秒針の
シャフト８８の溝９０の内部に押し当てられるようにしてもよい。
【００５２】
　この配置により、広く行われている慣行に従って、クロノグラフの秒針９のシャフト６
７をモジールＭＣＡの中心に配置し（図４も参照）、そして自律クロノグラフ・モジュー
ルＭＣＡによって測定された時間の間隔をユーザーに表示できるようになる。
【００５３】
　他の配置も容易に考えられることは言うまでもない。そういうわけで、図８（図２に匹
敵する）は変形例を示しており、該変形例によると、秒針のシャフト６７Ｂ、筒かな８２
Ｂおよび基礎ムーブメントＭＢの筒車８３Ｂが延長されることで、自律クロノグラフ・モ
ジュールＭＣＡの中央開口部１１５を通過し、時間、分そして秒を文字盤１４の中心で表
示するようになっている。この変形例によると、自律クロノグラフムーブメントＭＣＡの
秒針は、カウンターの三時方向に配置されたシャフト８８Ａによって支えられている。
【００５４】
　図６は、基礎パネル７６に取り付けられた自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡの巻き
上げシステムの斜視図である。香箱２２の手動の巻き上げは、休止位置にある押しボタン
ロッド１Ａを、機械式基礎ムーブメントＭＢの手動での巻き上げに必要なのと同じ時計回
りに回転させることで行われ、この巻き上げは、かなりの長期間にわたって携帯しておら
ず、香箱のゼンマイが完全に伸びてしまった場合（自動的な運動で）に、基礎ムーブメン
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トを再使用するために必要である。押しボタンロッド１Ａはだぼ９１に案内され、板バネ
９２で所定の位置に維持される。受け具９３の端部に下から加えられる圧力によって押し
ボタンロッド１Ａは解放され、該圧力により、同じ操作が巻き上げロッド２Ｂ（この図で
は図示せず）で行われている限り、図１に示されているが参照番号はないケースから、ム
ーブメントを引き戻すことが可能になる。
【００５５】
　押しボタンロッド１Ａの駆動用正方形部品９５が起動する角ホイール９４は、クラッチ
・ホイール９７と噛み合っている遊び歯車９６を駆動する。このホイール９７は、そのシ
ャフト１１４の回りを反時計回りに回転すれば遊び歯車９８と接続され、あるいは時計回
りに回転し、シャフト１１４がアーモンド形に切られていれば、その遊び歯車９８から連
接解除される。クラッチ・ホイール９７が駆動する遊び歯車９８は、反時計回りに回転す
る際、遊び歯車９９と噛み合い、該遊び歯車は、香箱２２の香箱真１０１に取り付けられ
た角穴車１００を起動する。香箱のゼンマイの巻き上げはしたがって、時計回りでの角穴
車１００の回転によって行われる（巻き上げの際に香箱のゼンマイによって蓄積されたエ
ネルギーを保存するのに必要なラチェット機構システムは、当業者に知られており、図示
していない）。
【００５６】
　図７は自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡの動作リザーブ装置の実施例の斜視図であ
り、動作リザーブの情報は文字盤１４の正午方向に針１２で表示される（図１）。実施形
態によると、巻き上げの際、角穴車１００の回転により（図６）、動作リザーブシャフト
１０２をその軸の周りで角移動させなければならず、該移動は、自律クロノグラフ・モジ
ュールＭＣＡの作動時、同一のシャフト１０２の上での香箱２２のリング７５の一回転に
よって生じる移動に等しく、方向は逆である。巻き上げの際、角穴車１００と、シャフト
１０６に嵌め込まれたホイール９８は、同じ速度で同じ方向（時計回り）に回転し、シャ
フト１０６と連動するホイール１０３は、光冠１０４の外側の歯と噛み合い、光冠１０４
の内側の歯は遊星歯車１０５を駆動し、該歯車１０５は遊星歯車１０７と連動し、該歯車
１０７が光冠１０８の内側の歯に支えられていることで、反時計回りに、角穴車１００の
一回転につき３０．３７５度の角度で動作リザーブシャフト１０２を回転させるようにな
っている。
【００５７】
　自律クロノグラフＭＣＡの作動時、香箱２２のリング７５はホイール１０９を駆動し、
このホイール１０９はピニオン１１０と連動し、遊び歯車のブリッジ１１１で維持されて
いる。ピニオン１１０は光冠１０８の外側の歯と噛み合い、光冠１０８の内側の歯は遊星
歯車１０５と連動している遊星歯車１０７を駆動し、該遊星歯車１０５が光冠１０４の内
側の歯に支えられていることで、時計回りに、香箱２２の竜頭７５の回転につき、３０．
３７５度の角度で動作リザーブシャフト１０２を回転させるようになっている。
【００５８】
　この実施形態において、自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡの動作リザーブは約１２
０分であり、香箱２２は２９．７分で一回転し、香箱２２の一回転は動作リザーブシャフ
ト１０２の３０．３７５度の回転に対応する。したがって、自律クロノグラフ・モジュー
ルＭＣＡのおおよその動作リザーブは、動作リザーブシャフト１０２の１２７．７２度の
回転角度に対応する。
【００５９】
　自律クロノグラフ・モジュールＭＣＡの巻き上げまたは作動が、上記に規定された限度
を超えて香箱のゼンマイを伸ばしてしまわないことを保証するために、動作リザーブシャ
フト１０２の回転を制限する安全装置を用意してもよく、この装置（図示せず）は、例え
ば、ピン・スラストを遊星ディスク１１２に設えた穴の中に嵌め込むことで構成してもよ
く、そのピンはシャフト１０２の軸と同心で、メカニズム・カバーの上に設けられた細長
い開口部と協働する。
【００６０】
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　図９は本発明の好ましい変形例を示しており、該変形例において、好ましくは三時方向
に位置している単一の竜頭１’により、基礎ムーブメントＭＢにも、追加のモジュールＭ
ＣＡにも作用できるようになる。この目的のために、基礎モジュールＭＢのロッド２Ｂ’
は、歯２０１、溝２０２を具備する滑車２００を付け加えることで変更される。その代わ
りに、通常、外側の竜頭２を固定できるようにするロッドのねじ切りは省略される。
【００６１】
　追加のモジュールのロッド１Ａ’はネジ溝を彫った閉鎖穴を備え、該閉鎖穴の中に、竜
頭１’のロッド２２０がねじ留めされている。ロッド２２０の上の正方形部品２１３によ
り、適切な器具を用いて、ロッド１Ａ’の竜頭１’を固定したり、連動を外したりするこ
とができる。変形例においては、竜頭１’を直接ロッド１Ａ’に固定してもよい。巻き上
げピニオン２１１は補助モジュールＭＣＡのロッドに連動するように取り付けられる。位
置（Ａ）つまり、竜頭１’が腕時計のケースに対して軸方向に完全に押し込まれたとき、
このピニオン２１１は、香箱２２の巻き上げのために歯車列の遊び歯車９６’と同時に、
ロッド２Ｂ’の上の滑車２００の歯２０１と噛み合う。
【００６２】
　図示された例では、ピニオン２１１の半径はロッド１Ａ’の軸と遊び歯車９６’の平面
との間の距離によって決まる。したがって、ピニオン２１１と歯２０１の間のギア比は、
基礎ムーブメントと追加のモジュールの厚みが要請するものである。異なるギア比を選ぶ
ことで、回転数と、基礎モジュールを巻き上げるため、あるいは時刻を合わせるために竜
頭にかけられるトルクとを変更することも有効となりうる。実際には、例えば、一のギア
比を用い、回転数と、基礎ムーブメントのために最初から用意した最適のトルクとで、そ
のムーブメントを巻き上げ、時刻を合わせることができるようにすることが快適である。
図示されていない変形例では、したがって、ピニオン２１１は異なる直径の並んだ二つの
ピニオンに取って替えられてもよく、一つは遊び歯車９６’と、もう一つは歯２０１と噛
み合っている。
【００６３】
　ピニオン２１１が噛み合っている遊び歯車９６’は、基礎ムーブメントＭＢの巻き上げ
を、竜頭１’を第一の回転方向に起動させることで、そして補助モジュールＭＣＡの巻き
上げをその竜頭を別の回転方向に起動させることで可能になるように選択され、このこと
により、これら二つの要素を別個に巻き上げられるようになる。変形例において、巻き上
げピニオン２１１を遊び歯車９６’と噛み合わせることがより実際的だと考えられ、該遊
び歯車は、ムーブメントＭＢとモジュールＭＣＡが両方とも同一方向に竜頭を動かすこと
で巻き上げられるように選択される。そのような変形例において、ピニオン２１１と歯２
０１の間のギア比が１とは異なるものを選ぶことで、二つのモジュールを同時に巻き上げ
るのに必要なトルクを減らすようにしてもよい。
【００６４】
　図示していない変形例において、基礎ムーブメントＭＢの巻き上げの際、竜頭１’の回
転方向が逆になることを避けるために、ピニオン２１１と歯２０１との間に中間遊び歯車
を用意してもよいだろう。
【００６５】
　竜頭１’を外側に引き出しつつ、フランジ２１２は、胴付き面２０４を介して、基礎ム
ーブメントＭＢのロッド２Ｂ’を外側に向かって駆動する。当業者には、フランジ２１２
と滑車２００とは二つの軸１Ａ’と２Ｂ’の上で逆になりうることが理解されるだろう。
【００６６】
　図示された例では、基礎ムーブメントＭＢの時刻を合わせるメカニズムにより、ロッド
２Ｂ’は所定の軸位置を取らざるを得ず、したがってフランジ２１２は（Ａ）、（Ｂ）ま
たは（Ｃ）と記号をつけた三つの軸位置の一つを取らざるを得なくなる。
【００６７】
　位置（Ｂ）および（Ｃ）では、ピニオン２１２はもはや遊び歯車９６’とは噛み合わず
、外側に移動した滑車２００の歯２０１とだけ噛み合う。位置（Ｂ）において、竜頭１’
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により、基礎ムーブメントの表示器２５０（図１０）の素早い修正が可能になる。位置３
では、竜頭１’により、基礎ムーブメントの時刻合わせが可能となる。
【００６８】
　図示されていない任意の軸をロッド２Ｂ’の延長上に取り付けることで、そのロッドの
撓みあるいは破断の危険性を減少させることができるだろう。この軸は、腕時計の胴の中
に付けた軸受け（図示せず）の中で旋回してもよいだろう。
【００６９】
　図１０は、基礎ムーブメントの表示ディスク２５０から補助モジュールのカレンダーデ
ィスク２５４に向かって、日付の修正を伝達する装置の断面図である。補助モジュールＭ
ＣＡのカレンダーディスク２５４は、腕時計を装着者から見える日付の表示を搭載してい
る。
【００７０】
　上記に示したように、位置Ｂに引き出された竜頭１’により、例えば手作業で進めて、
基礎ムーブメントＭＢのディスク２５０の角位置を、ピニオン２１１、歯２０１、そして
ロッド２Ｂ’を介して修正することが可能になる。本発明によると、ディスク２５０は、
通常のカレンダーディスクとは逆に、例えば日付のホイールを引き戻すことにより、基礎
ムーブメントの歯車列から外れるので、ディスク２５０はしたがって、基礎ムーブメント
によって駆動されず、このことにより、該基礎ムーブメントを駆動するために必要なエネ
ルギーを節約し、したがって、腕時計の動作リザーブを増大させられるようになる。
【００７１】
　ディスク２５０は、補助クロノグラフ・モジュールＭＣＡに結合され、ねじ留めされて
いるリング２５２によって維持される。シャフト２５３に取り付けられたピニオン２５２
０が、ディスク２５０の端部の歯２５１と協働することで結果的に、ディスク２５０での
日付の修正は、リング２５２に、そして補助クロノグラフ・モジュールＭＣＡを横切るシ
ャフト２５３に伝えられる。シャフト２５３は、受石またはベアリング２５５により、ム
ーブメント中で自由に回転できるように維持されており、胴付き面２５３０は、シャフト
が図の上部から出ていくことを防いでいる。
【００７２】
　シャフト２５３の上端に取り付けられたピニオン２５３１は歯２５４０と噛み合ってお
り、該歯は、補助モジュールＭＣＡの上面の第二のカレンダーディスク２５４につながっ
ている。このカレンダーディスクは、図示されていない日付のホイールを介して、補助モ
ジュールＭＣＡによって駆動される。カレンダーディスク２５４の上面は、文字盤の窓口
を介して腕時計の装着者にとって見ることができる日付の表示を搭載しており、これらの
既知の要素は図示されていない。そのように、カレンダーディスク２５４は、解像度の高
い補助モジュールＭＣＡによって駆動、調節されるが、竜頭１’に作用して、基礎ムーブ
メントＭＢを介して修正することができる。
【００７３】
　図１０に示された変形例において、基礎モジュール（腕時計の外側からは見えない）の
シャフト２５３とディスク２５０は、カレンダーディスク２５４によって回転駆動される
。したがって、これは部品の無益な移動とエネルギーの消耗という結果になる。図示して
いない変形例においては、歯２５４０とピニオン２５３２で構成される歯車装置が、当業
者には既知のタイプの、自由な連結棒に取って替わられることで、シャフト２５３から上
部のカレンダーディスク２５４に向けて伝えられる修正運動だけを伝達できるが、反対方
向の回転は伝えない。
【００７４】
　本発明の一環として、基礎ムーブメントＭＢの修正メカニズムを用いずに、補助モジュ
ールの時刻合わせロッド１Ａ’を直接用いて、上部のカレンダーディスクの表示を訂正す
ることも可能であることが理解されるだろう。しかしながら、図１１に示された解決法に
は、基礎ムーブメントで使用可能となることの多い日付修正メカニズムを用いるという利
点があり、したがって、このメカニズムを補助モジュールにおいて二つに分けることを避
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ける利点がある。
【００７５】
　言うまでもなく、自律のクロノグラフ・モジュールＭＣＡはそのものとして、つまり、
必ずしも基礎ムーブメントＭＢと関連付けずに活用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明による装置を内蔵した腕時計ブレスレットの形態における、時計部品の平
面図である。
【図２】組み立てられていない状態における、装置の斜視図である。
【図３】単一のクロノグラフ・モジュールの斜視図である。
【図４】クロノグラフ・モジュールのレギュレータ機構、歯車および香箱の斜視図である
。
【図５】クロノグラフ・モジュールの日の裏車と小秒針の遊び歯車のシステムの斜視図で
ある。
【図６】クロノグラフ・モジュールの巻き上げシステムの斜視図である。
【図７】クロノグラフ・モジュールの動作リザーブの斜視図である。
【図８】図１から７に示された実施形態の例からの変形例を示す図である。
【図９】いくつかの部分で時刻を合わせ、巻き上げる装置の断面図である　　。
【図１０】基礎ムーブメントから補助モジュールに向けて日付の修正を　　伝達する装置
の断面図である。
【図１１】所与の動作リザーブを確保するために必要な香箱のゼンマイのトルクを示すグ
ラフである。
【符号の説明】
【００７７】
　１　押しボタン竜頭
　２　巻き上げ竜頭
　３　押しボタン
　４　時針
　５　分針
　６　小秒針
　７　３０分カウンター
　８　３０分カウンターの針
　９　クロノグラフの中央秒針
　１０　１００分の１秒カウンター
　１１　１００分の１秒カウンターの針
　１２　動作リザーブカウンター
　１３　動作リザーブカウンターの針
　１４　文字盤
　１５　地板
　１６、１７　円筒形の足
　１８、１９　文字盤の足の穴
　２０、２１　ねじ切りされた穴
　２２　香箱
　２３　テンプ
　２４　プレート
　２５、２６　細長い開口部の溝
　２７、２８　ビス
　２９　突起
　３０　ピン
　３１　カム



(17) JP 4505054 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

　３２　シャフト
　３３　スラスト
　３４　受け具
　３５　レバー
　３６　始動装置
　３７　シャフト
　３８　板バネ
　３９　受け具
　４０　線バネ
　４１　戻しバネ
　４２　切り替えレバー
　４３　支柱軸
　４４　突起
　４５　逆転器
　４６　ピン
　４７　レバー
　４８　復針レバー
　４９、５０、５１　芯
　５２　歯車のブリッジ
　５３　ビス
　５４　偏心ワッシャー
　５５　ピン
　５６、５７　戻しバネ
　５８　エスケープメントのホイール
　５９　ホイール
　６０　ホイール
　６１　シャフト
　６２　ホイール
　６３　ピニオン
　６４　ホイール
　６５　ホイール
　６６　逆転器
　６７　シャフト
　６８　ホイール
　６９　ホイール
　７０　ホイール
　７１　シャフト
　７２　ホイール
　７３　シャフト
　７４　ホイール
　７５　環状歯車
　７６　基礎パネル
　７７　ホイール
　７８　遊び歯車
　７９　シャフト
　８０　遊び歯車
　８１　遊び歯車
　８２　筒かな
　８３　筒車
　８４　ホイール
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　８５　筒
　８６　ホイール
　８７　遊び歯車
　８８　シャフト
　８９　ホイール
　９０　溝
　９１　だぼ
　９２　板バネ
　９３　受け具
　９４　角ホイール
　９５　駆動用の正方形部品
　９６　遊び歯車
　９７　ホイール
　９８　遊び歯車
　９９　遊び歯車
　１００　角穴車
　１０１　香箱真
　１０２　シャフト
　１０３　ホイール
　１０４　光冠
　１０５　遊星歯車
　１０６　シャフト
　１０７　遊星歯車
　１０８　光冠
　１０９　ホイール
　１１０　ピニオン
　１１１　ブリッジ
　１１２　遊星ディスク
　１１３　アンクル
　１１４　シャフト
　１１５　中央開口部
　２００　滑車
　２０１　歯
　２０２　溝
　２０４　胴付き面
　２１１　ピニオン
　２１２　フランジ
　２１３　正方形部品
　２２０　ロッド
　２５０　ディスク
　２５１　歯
　２５２　リング
　２５３　シャフト
　２５４　カレンダーディスク
　２５５　ベアリング
　２５２０　ピニオン
　２５３０　胴付き面
　２５３１　ピニオン
　２５３２　ピニオン
　２５４０　歯
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